
株式会社ジェイコムウエスト 

第五回（平成 28年 11 月度） 放送番組審議会  議事概要 

  第五回の放送番組審議会は、平成 28 年 11 月 28 日（月）、株式会社ジェイコムウエス

ト本社において、5名の委員が出席して開かれた。 

  会議では、審議会規定に基づき、会長及び副会長を委員の互選により選任。会議では、

会長の進行のもと、『ジモスポ～北河内～』10月前半放送号を視聴し、番組に関する審

議を行った。 

■ 出席委員 

会  長    梶原 義秀 （門真地区保護司会 理事） 

副会長    平井   宏 （箕面自由学園 理事長） 

委  員    川村 輝夫 （いけだ市民文化振興財団 理事） 

木村  惇（大阪経済法科大学 名誉教授） 

冨永 俊裕 （須磨 FRSネット 幹事） 

■ 審議番組 

『ジモスポ～北河内～』 平成 28年 10月前半放送号 

J:COM チャンネル 火・木・土／8:00 放送 

           月・水・金・日／17:30 放送 

       火・木／19:30 放送 

■ 主な発言 

・取り上げていた少年野球チームについて、大東市のどの辺りのチームか。 

大東市民でも知らない情報がある為、より詳細な場所まで知りたい。 

・地域密着という観点で、「ジモスポ」やだんじりの映像などを各市役所のテレビで流 

してほしい。 

・インタビューが続き、選手を知らない人には面白くないのでは。背景を変える、演出

を変える等してはどうか。野球に興味がない人でも見られるように考えてほしい。 

・レポーターの後ろで、小さな子がボールを打っていた背景の映像は良かった。 



・野球大会の決勝前に取材を行い、決勝の模様も放送していたのがよかった。 

・レポーターが体験コーナーでバットに当たるようになるまで打っていたのがよかった。 

・レポーターがユニフォームを着ていると雰囲気が出てよかった。 

・監督の指導方法について、理由まで取材されておりよかった。 

・選手のインタビューについて、子供の表情がにこやかになるようなインタビュアーで

よかった。 

・視聴率/アンケートを取ったりしないのか知りたい。 

・「ジモスポ」のコンセプト 3本柱の一つとしてアーカイブ化の話があったが、エリア 

外の方から見たいという話があったら、積極的に見せるのか。 

・退屈はしなかった。 

・リポーターが番組構成上、かなりのウエイトを占めている。 

・物足りなかった点は、子供に同じ質問しかしなかったこと。体格のいい子には 

「今朝何を食べてきたか」とか質問内容を変えるとよかった。 

・練習は恵まれた環境でやっているように見えたが、そういった練習環境や周囲の 

協力があって子供たちが野球を続けられる環境にあるといった環境面を取り上げ 

るとよかった。 

・子供たちがはつらつと話す様子が感じられなかった。 

・地域を挙げて応援している様子がわかる映像があるとよかった。 

・楽しく見させていただいた。 

・地域スポーツを取り上げるのはいいコンセプト。 



・「ジモスポ」資料では、放送するエリアにより、子供や中高生を取り上げるコンセプ

トの番組と、シニアまで含めたコンセプトの番組があるが、コンセプトを統一しては

どうか。小中学生を取り上げてほしいという気がする。 

・番組タイトルとして、「ジモスポ～ジュニア～」とか「ジモスポ～シニア～」と 

してはどうか。 

・一つのチームに密着する番組で 23 分尺は長いのでは。15 分尺でも長いと思う。 

密着取材なら、別の企画と合わせて二つ取り上げてもよい。 

・今まで何回放送したのか。 

 →現在 4回目を放送中。 

・番組の終わりにレポーターがスポーツにチャレンジするという告知があったが、 

 実際何のスポーツにチャレンジしたのか。 

 →新体操経験者のため、新体操。 

以上、これらの発言いただいたご意見を、現場の制作スタッフや関係者にフィードバッ

クし、今後の制作に役立てることを事務局よりお伝えし、番組審議会を終了した。 

以上 


